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第 2 回 BIM ライブラリーコンソーシアム・設備部会議事録 
 


日 時 平成 28 年 3 月 7 日（月） 16:00～17:30 


場 所 建築保全センター会議室 


出席者 


 


「配布資料」 


資料 設 3－1 議事次第 


資料 設 3－2 前回議事録 


資料 設 3－3 ICIS NATSPE ｢National BIM Object library Survey-SUMMARY REPORT｣ 


資料 設 3―4 今後の進め方調査票まとめ（途中経過） 


資料 設 3―5 BE-Bridge 仕様概要 


資料 設 3―6 BE-Bridge 仕様書(冊子) 


出席 会社名 名前 出席 会社名 名前
○ 首都大学東京 一ノ瀬 部会長 三菱重工冷熱(株) 鳥井 厚至　
○ (株)ベイテクノ(関電工) 鈴木 副部会長 三菱重工業(株) 鬼頭 一元
○ (NPO)法人 設備システム研究会 三木 副部会長 (株)四電工 秋月 伸夫
○ (一財)建築保全センター 寺本 事務局長 (株)四電工 西原 功二
○ (株)朝日工業社 平泉　尚 (株)四電工 織田 孝之
○ (株)朝日工業社 中野 孝之 (株)四電工 木原 誠二
○ アズビル(株) 古谷 守 ㈱NYKシステムズ 古賀 信貴


(株)大塚商会 青山　宏 ○ (株)キャディアン 笠原 靖子
○ (株)大林組 焼山　誠 ○ (株)キャディアン 山﨑 裕子
○ (株)関電工 佐藤　憲一 (株)キャディアン 植松 良太


(株)きんでん 岡　康秀 (株)キャディアン 中野 健成
(一財)建築保全センター 高橋　譲司 (株)コスモ・ソフト 吉村 幸治
(株)佐藤総合計画 森山　尚 (株)建築ピボット 千葉 貴史
(株)佐藤総合計画 網元 順也 (株)建築ピボット 長谷川 秀武
(株)佐藤総合計画 糸島 光洋 (有組)C-PES研究会 安孫子義彦
(株)佐藤総合計画 齋藤 崇志 (株)CBS 中井 政昭


○ (株)シスプロ 本田 礼之 (株)ベイテクノ 長谷川 正
新菱冷熱工業(株) 田辺　恵一 (株)本澤建築設計事務所 本澤 崇
住友セメントシステム開発(株) 利光 輝 ○ (一社)ＩＡＩ日本 谷内 秀敬
(株)ダイテック 芦原　司 (一社)公共建築協会 時田　茂


○ (株)ダイテック 山口 正明 (NPO)法人 設備システム研究会 杉本 博史
○ 高砂熱学工業(株) 石田 明央 （一社）日本空調衛生工事業協会 鳥羽　宏
○ (株)竹中工務店 中垣 圭司 (公社)日本建築士連合会 吹屋　享


(株)竹中工務店 端野 篤隆 (一社)日本電設工業協会 野々村 裕美
○ 東芝キヤリア(株) 田中　稔 (一社)日本電設工業協会 遠藤 衡樹
○ (株)日建設計 永瀬　修 国土技術政策総合研究所 脇山 善夫


(株)日建設計 吉永　修 ○ 矢部 朋裕 矢部 朋裕
(地法)日本下水道事業団 碓井 次郎 ○ 河村電器産業(株) 榎　寿哲
(地法)日本下水道事業団 金澤 純太郎 ○ TOTO(株) 東元 詩郎


○ (株)日本設計 吉原 和正 ○ TOTO(株) 小嶋 香織
○ 日比谷総合設備(株) 東 一聡 (一財)建築保全センター 鈴木 千輝
○ 日比谷総合設備(株) 下田中 龍宏 (一財)建築保全センター 影山 徹


㈱荏原製作所 清友 昭礼 (一財)建築保全センター 高橋 譲司
㈱荏原製作所 山本 正夫 ○ (一財)建築保全センター 水澤 久夫


○ (一財)建設業振興基金 山中　隆







司  会    (BMMC 山中･事務局) 


開会挨拶：(一ノ瀬･部会長) 


 配付資料確認、議事次第概要説明。 


 新入会員紹介：TOTO(株)：東元氏･小嶋氏、河村電器産業(株)：榎氏 


議題（１）前回議事録確認 


・議事録内容確認 


 


議題（２）NATSPEC-ICIS の説明 


配布資料により｢BIM ライブラリー全体について世界を調査した結果｣内容について説明。 


(寺本･事務局長) 


ICIS：国際建設情報協会資料 


NATSOPEC は日本の Stem と同様のオーストラリア国内 BIM オブジェクトライブラリー


(BIM-MEPaus)を提供しているが、建設全般に展開する際に各国(19 カ国)の調査を行った際


の資料。19 ヶ国：オーストラリア､ベルギー､中国､デンマーク､フィンランド､日本､ニュージ


ーランド､シンガポール､スウェーデン､アメリカ､オーストリア､カナダ､チェコ､英国､ドイ


ツ､オランダ､ノルウェー､南アフリカ､スイス。 


1. Libraries and standards：ライブラリーと標準 


提供中 BIM ライブラリーは、英国 BIM ライブラリーとオーストラリア BIM-MEPaus。 


韓国は 3 ヶ年計画で作成中。その他多くに国が BIM ライブラリー開発に動き出しており、


BIM オブジェクトの標準の開発に(ノルウェー､中国､デンマーク､スウェーデン､オランダ､


オーストラリア)が活動をしている。 


開発中オブジェクト標準、オーストラリア(ANZRS、BIM-MEP ASU)、オランダ(DRS､


CBNL、COINS)、イギリス(NBS BIM Object Standard)、ニュージーランド(ANZRS)、シ


ンガポール(Singapore BIM Guide) 


2. Object file format：オブジェクトファイルフォーマット 


IFC フォーマット提供に賛同(IFC2X3)(IFC4)、ネイティブデータ(Revit)Autodesk、 


ArchiCAD(Graphisoft)、その他フォーマットも提供されている。 


一般的なコンセンサスは、本質的にオープンなもので、どこか１つ or 複数の商業用データ


フォーマットに依存する者ではないと考えている状況。 


3. Object data content：オブジェクトデータ内容 


製品メーカーからの商標付きオブジェクトだけでなく、ジェネリック(共用な)オブジェク


トを提供することが必要。利用者は共通レベル情報度と詳細度(LOD)から低いレベルから


高いレベルにステップアップができることを望んでいる。メンテナンススペースも含める


べき。 


4. Object classification：オブジェクト分類 


分類はその国で最も使われているものを提供すべき。OmniClass､UniClass2 も認めてい


る。アンケート回答者の多くが BuildingSMART データ辞書(bSDD)との関連づけを選択。 


 


 







5. Object data data fomats&property sets 


：オブジェクトデータフォーマットとプロパティセット 


調査結果ではデータフォーマットとしての COBi に準拠すべきだと考えているが、英国と


同じ役割を果たしていないとの意見もある。標準化されたプロパティセット(属性)は必須。


19 ヶ国の内 12 ヶ国が BIM が BIM オブジェクトのプロパティセット標準化を終えている


か現在取組中。bsDD が使われるべきだが改善の余地があると言及されている。 


6. FINALLY：結論 


アンケート外で何を考慮すべきかのアンケート結果。 


オーストラリア、オーストリア、カナダ、オランダ、ニュージーランド、ノルウェー 


シンガポール、スイス、アメリカの意見。(内容は資料参照) 


7. National BIM object Library Survey：質疑応答内容説明 


Q3：国内に BIM オブジェクトライブラリーは在りますか？ 


Q4：国内に BIM オブジェクト標準は在りますか？ 


Q5：どの様な BIM オブジェクトが提供されるべきか？ 


Q6：IFC4 は IFC2x3 の次に提供されるべきか？ 


Q7：BIM オブジェクトに対する命名ルールが在りますか？ 


Q8:：ジェネリックオブジェクトを製品オブジェクトに交換することで、情報度･詳細度が


向上するが、オブジェクトライブラリーにとって十分なことか？ 


Q9：BIM オブジェクトの追加したい特性は何か？ 


Q10：どのような分類システムが提供されるべきか？ 


Q11：オブジェクトの標準仕様文書とリンクには、どの分類システムを利用するか？ 


Q12：Cobie は英国と同じ役割をしているのか、また BIM ライブラリーのデフォルト値と


して BIM オブジェクトに組み入れられるべきか？ 


Q13：BIM ライブラリーオブジェクトの建築製品に関する標準化されたリストが在るか？ 


Q14：BIM ライブラリーのオブジェクトプロパティ基礎として bsDD が活用できるか？


Q15：プロパティ自体を決定､分類する標準が在りますか？ 


Q16：標準がない場合､別々のプロパティリスト・セットが比較可能な情報を含むことをど


のように確認するのか？ 


Q17：BIM ライブラリー構築に重要なその他の事項は何か？ 


(回答解説内容は資料参照) 


 


｢質疑応答｣ 


・（一ノ瀬･部会長） 


NATSPEC-ICIS アンケート翻訳でご説明頂いた中の内容とフォーマットなどが関係し、フ


ォローすべき内容として選んで行くことになるのか？。 


Ans：(寺本･事務局長)  (BIM ライブラリー仕様に)参考になる内容で、国内事情もあるので


(海外仕様を参考に)片隅において議論して行って頂ければ良いと考えている。 


・各国のコードなどを見ないと何でこのコードが必要なのかなど関連してくるのではないか。 







Ans：(関連があるので)検討が必要(寺本･事務局長) 


・最近ビルディングスマートなどエネルギー関連をホロ―しているが、このレギュレーショ


ンなど設備関連は、建築と切り離された内容なのか、まともに行うと(大変だが)真面目に


全体を見ないと掴めないと思っている。（一ノ瀬･部会長） 


・オーストリアの内容は良く書いてあり、製造メーカーのモデルだけでなくジェネリックな


オブジェクトが必要とあり、ジェネリックなモデルを今後ライブラリー化して行く場合、


実際の作る背景などを見据えて行く必要があるので、早めの作業が必要と思う。(日本設計･


吉原委員) 


議題（３）今後の進め方調査結果中間報告 


回答 1～26 名の集計中間集計説明。(水澤･事務局) 


調査票１：[グループ１]2015 年度に結論を出す予定の課題 


○論点 1：グローバル化への対応 


概要解説：(寺本･事務局長) 


事務局案に対して基本的には賛成が多く、グローバル化標準については何かとの意見、NBS


基準が国際標準基準なのか？。基本的にして欲しい事項としては解りやすい翻訳、ISO 等の


翻訳など要望がある。→絵を入れるなど解りやすく纏める事に心がける。｢国内で使われる


標準｣を把握すべきとの意見。ライブラリーの在り方については、在り方部会で先ず論議し


て行く予定で、個別の部分･属性などのソフトウェアーについては設備部会で議論を進めて


欲しい。 


○論点 2：分類の方法 


概要解説：(寺本･事務局長) 


CI-NET との関連で見積以外の業界の業務を含めた体系･項目を広くまとめるべき、分類を


ISO12006 に準拠しなければいけない理由は何か。ASP の標準について､(クライムコー


ド??)(JACIC:建設情報標準分類体系:JCCS)など、基本コード体系は認識している。基本的に


CI-NET は賛成ですが、CI-NET 説明が必要との意見。CI-NET を中心にもっと検討を進め


るべき。 


○論点 7：オブジェクトと情報項目の関連 


概要解説：(寺本･事務局長) 


積極的な賛成意見と一方では違和感がある意見があるが、この項目については未だ決めつけ


るべきでなく、基本的には Stem を中心として分類したものを検討しながら、全体ライブラ


リーへ進めて行けば良いと思う。結論は保留だが Stem を尊重する方向。 


調査票２：[グループ２]2016 年度に結論を出す予定の課題 


＜グループ 2A＞ 


○論点 3：オブジェクト標準 


 論点 4：記述すべき情報項目 


 論点 5：オブジェクトの表現 


概要解説：(寺本･事務局長) 


基本的にタスクフォースを置くことは賛成、参加したいとの意見。TF1 はあまり時間がなか







ったが、TF2 オブジェクト項目がどう言う原理原則から設定したら良いか、設計基準は何を


持って考えたらよいのかの議論。設備･建築でどんな項目まで要るのか、設備は Stem で議


論されているが、建築など各部会で考えてもらうとの方向。4～5 月で厳しいが 6 月位まで


に検討を進めて頂きたい。 


TF1 は 3/8 日スタート予定。NBS 仕様で足さなければいけない部分･現状で良い部分･全体


のマネージメントなど検討。TF3 は NBS との検討が初期にあるが、後半は設備で Stem と


の検討を進めてもらいたい。 


Autodesuk が 4 月から参加予定で、オーストラリアから 6 月 4 週目に設備の BIM 関係者が


来日予定。BLC 仕様検討経過状況の説明報告ができると良いので、打合せの事項検討をお


願いしたい。 


 


調査票３：[グループ２]2016 年度に結論を出す予定の課題 


＜グループ 2B＞ 


○論点 11：ライブラリーの水準 


概要解説：(寺本･事務局長) 


議論を進めることは賛成。在り方部会での議論が中心になるが、設備部会･建築部会でも専


門的な課題については議論していただきたい。部会は 2 ヶ月に 1 回で準備し､早めに参加す


る方に準備して頂く様に配慮させて頂くのでご協力を頂きたい。全てが意見を言える形にな


らないかも知れないが、その際はアンケート・会場でのご発言などで配慮させて頂く予定。 


論点整理と自由な議論が重要と考えているのでご協力願いたい。 


第 1 回在り方部会予定 5 月 12 日 PM4:00～5:30。BIM ライブラリーの在り方､ビジネスモ


デル議論､グローバル化など根本的な部分から始めたい。現在 26 名からアンケートを頂い


ているが少ない状況。 


未回答の方々は、回答が解らない部分は(解らない)でも結構なので、追加でご回答をお願い


したい。 


・(一ノ瀬･部会長) 


途中経過の意味合いは全数回答でないためか。 


・（寺本･事務局長） 


メーカーの参加が少ない件については、一部メーカーとメーカーが参加する団体の参加を頂


いているが、総会でも勧誘お願いする予定だが、参加会員の皆様からもお声がけ推薦のご支


援を頂ければ助かります。 


・(一ノ瀬･部会長) 


大半が｢○｣が多いと思われるが、基本的に｢○｣を条件に決まると思いますが、回答頂いてい


ない方々は回答を頂き、なるべく皆さんから意見を頂き、方針を固めて行きたいので、ご協


力をお願いいたします。 


 


 


 







【質疑応答】 


・(三木･副部会長) 


グローバル化は在り方部会での議論かもしれないが、海外相手に仕事をしている人は別にし


て、大概の人は国内で仕事をしていて、グローバル化はどうでも良いのではないかとの意向


もあるのではと思う。メーカー(TOTO 様など)世界に製品を出している企業は、NBS 仕様、


北米仕様などバラバラの事を言われるのが困ると思う。(BIM ライブラリーは)メーカーにデ


ータを出して貰いたいことなので、メーカーの意見を尊重した方が早いと思う。 


個人的には ISO で決まっていれば、ISO に合わさなければならないので、短期にライブラ


リーを作ることが目的なら、メーカー意見が大事。 


Ans：(寺本･事務局長) 


グローバル化を行うには、製品を定義する時に英国的か､米国的かの議論があるが、最初の


ところは、ライブラリーの Web サイトが在って、(その際に使えるのか!!)があり、(海外)か


ら使った時に(違和感なく使えるのか!!)から入って行くべきで、海外の工事でも重要と思う。 


言葉の定義をする際にもビックリするものも在るので、メーカー会員の方々の協力をお願い


したい。 


｢メーカー意見｣ 


・東芝キャリア･田中氏委員 


海外からの要求はほとんど無いが、アメリカは時々在る。データが読めるかを依頼したこと


が在るが、(回答は)将来もこの基準で出す事が決まらないとテストできないと言われたこと


がある。メーカーとしては、1 つのフォーマットで決まった方がありがたい。 


Ans：(寺本･事務局長) 


標準をどう使うかは重要なところで、国土交通省で担当した時にアメリカのガラス製品を入


れる時に、日本に標準が在り、日本の標準を変えるのではなくて、日本の標準をテストして


くれる処があるのか調べた時に、JIS の試験所は国内だけでなく全世界で 400 ヶ所位ある。 


アメリカのラディアンに、日本 JIS に満足していることを、JIS の試験場で製品テスト依頼


した。その結果アメリカの何れか 3 ヶ所でテスト結果を提出してきた経験がある。 


(ものを認証)して行くときに､(何によって認証)し、(何を信じて出来るか)が重要になってく


るので、色々なことを議論して行ってほしい。 


・(一ノ瀬･部会長) 


在り方部会で論議があるかも知れないが、グローバル化だからといって、全て海外の仕様で


作ってしまうのも問題で、日本語仕様が海外でも読る次述であれば良いのではとも思う。 


・(キャディアン･山崎)(弊社の悩み) 


パソコンが 90％US キー(ボード)を使っていて、US 対応していない実態がある、グローバ


ル化を論議する中で、現状でも IAI 推薦建築データを入力する際に読めなかったり、BE-


Bridge ファイルも壊れてしまう現状があり、日本語 OS にしてほしいリクエストがあるが


実態はグローバルにならない現状がある。国内も海外でも作図入力をしている中で課題とな


っている。 


 







Ans：(寺本･事務局長) 


パソコンそのものはアメリカ製？、PC･キーボードは USA 製、シフトキー(全角･半角)漢字


2 バイトコードなどが異なる。現地で買うパソコンは(OS･言語･ソフト等)英語で困る要因で


もある。 


・(三木･副部会長) 


CAD の問題ではない、Stem・BE-Bridge は内部ではコードになっており、日本語を直接入


力するところは少ないので、余り無いと思う。CAD の問題と思う。 


・(一ノ瀬･部会長) 


CAD ソフトで英語版はないのか？ベンダーに英語版が在るか確認が必要？ 


 


議題（４）C-CADEC BE-Bridge 仕様について 


・資料_設 2-6：C-CADEC BE-Bridge 仕様書内容説明（事務局･山中） 


・BE-Bridge 仕様概要(目次)及び仕様書冊子にて仕様構成･内容について説明 


 


議題（５）BIM ライブラリーコンソーシアム活動実績及び次年度予定について 


(寺本･事務局長) 


・資料 設 3-X：平成 27 年度活動実績及び 28 年度活動計画、会議予定･工程説明。 


各部会の年間スケジュールを記入し総会で配布予定。 


 


 


次 回  日 時：4 月 14 日（木） 15:00～17:00 


場 所：建築保全センター会議室 


 


次々回  日 時：6 月 13 日（月） 15:00～17:00 


場 所：建築保全センター会議室 


 


 


 


 


以上   







































































































































































